
“ふじのくに美しく品格のある邑”から季節の情報を発信

むらとりっぷ
●十足（伊東市） 
●パノラマ遊花の里（裾野市） 
●坂部（牧之原市） 
●掛川天守をのぞむ里（掛川市） 
●カカシ祭りの里 新野
　（御前崎市） 
●ひずるしい鎮玉（浜松市） 

特集

《
邑
び
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

●
玉
川（
静
岡
市
）

●
日
本
一
の
水
わ
さ
び
の
邑（
伊
豆
市
）

●
天
子
ヶ
岳
の
里（
富
士
宮
市
）

●
神
座
鵜
網（
島
田
市
）

●
中
ノ
町
地
区（
浜
松
市
）

イベントカレンダー

interview
水窪地区（浜松市）
小谷あゆみの「むらレポ」Vol.10
石部赤根田村百笑の里（松崎町）
常葉大学社会環境学部～とこは伊豆プロジェクト～

岩本山とかりがね堤を守る邑（富士市）
水見色（静岡市）

19
季刊誌「むらのおと」

Vol.



Shizuoka

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合とは、邑
づくりの趣旨に賛同した県内全35市町と静岡県が会員
となり、「美しく品格のある邑」の魅力向上やブランド
力強化のために、広報活動、情報収集、調査研究を行
い、「美しく品格のある邑」についての審査・登録事務
を行う組織です。

登
録
122
邑

〈
平
成
30
年
8
月
現
在
〉

「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合とは

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ地形と
清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品目数において
全国トップクラス。この豊かな食材を生産する県内の農山漁村に
は、棚田や茶畑といった美しい風景に加えて、古くから伝わる文化
や伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」があります。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に思い、
それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集まって、真摯
に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。平成24年度に県内35市
町の45地域が認定されたのを皮切りに、毎年登録数が増え続け、
平成30年7月現在で122地域が名を連ねています。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた山間地
の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個性はさまざま
です。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、文化や歴史、特産品や名
物など、122の地域にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩で多
様な魅力を形成しています。
　
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域を愛
し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人にとっ
て、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合のホーム
ページにあります。魅力的な場所、地域の特産品、参加できるイベ
ント情報なども掲載されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。

ふじのくに
美しく品格のある邑って?
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田。「縄文の里・久保の棚
田を楽しむ会」では、昔なが
らの稲作を体験に訪れる
人 と々邑びとが交流しなが
ら、自慢の景観を守る保全
活動を行っています。毎年
11月には国指定の大鹿窪
遺跡の歴史と、里山の自
然を楽しめる「柚野の里ま
つり」が開催されます。

むらとりっぷ

インタビュー
22岩本山とかりがね堤を守る邑（富士市） ─ 13
07水見色（静岡市） ──────────── 14

13十足（伊東市） ───────────── 15
10パノラマ遊花の里（裾野市） 
27坂部（牧之原市）
07掛川天守をのぞむ里（掛川市） ──── 16
14カカシ祭りの里 新野（御前崎市）
37ひずるしい鎮玉（浜松市）

39水窪地区（浜松市） ────────── 11

10石部赤根田村百笑の里（松崎町） ── 10

イベントカレンダー ── 17

小谷あゆみの「むらレポ」 Vol.10

邑びとからのメッセージ────── 09

CONTENTS

白糸の里（富士宮市）
南条の里（富士宮市）
内房の里（富士宮市）
天子ヶ岳の里（富士宮市）
岩本山とかりがね堤を
守る邑（富士市）
富士山のふもとの郷を
守る邑（富士市）

18
19
20
21
22

23

原・新丹谷（静岡市）
有東木（静岡市）
清沢（静岡市）
大沢地区（静岡市）
奥藁科・大川（静岡市）
清水区西里（静岡市）
水見色（静岡市）
奥長島〈足久保〉（静岡市）
布沢（静岡市）
大代（静岡市）
浜石岳と八千代の桜
（静岡市）
玉川（静岡市）
神座鵜網（島田市）
越地（島田市）
湯日（島田市）
抜里（島田市）
ささま（島田市）
間の宿 菊川（島田市）
いくみ（島田市）
中の島（焼津市）
西島（焼津市）

01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

カカシ祭りの里 新野（御前崎市）
朝比奈（御前崎市）
千框の棚田（菊川市）
嶺田用水の里（菊川市）
森町南部（森町）
天方（森町） 
一の宮の里（森町）
地域いきいき共生！
恩地町環境みどり会（浜松市）
和地ふるさと会（浜松市）
夢未来くんま（浜松市）
銅鐸と水田のふるさと中川（浜松市）
大好き！渋川（浜松市）
三ヶ日みかんの里（浜松市）
中郡地区（浜松市）
中ノ町地区（浜松市）
村櫛地区（浜松市）
大塚地区（浜松市）
都田地区（浜松市） 
竜ヶ石山～西四村の里～（浜松市）
いっぷく処横川（浜松市） 
そばの里づくり佐久間（浜松市）
はるの山の楽校（浜松市）
ほっと龍山（浜松市）
ひずるしい鎮玉（浜松市）
らびりんすゆうとう（浜松市）
水窪地区（浜松市）
久留女木の棚田
～竜宮小僧伝説の邑～（浜松市）
美竹林と極旨野菜の里（浜松市）
新所水とみどりの
プロジェクト（湖西市）
神座里山多夢の会（湖西市）

14
15
16
17
18
19
20
21

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

41
42

43

01
02
03
04
05
06
07
08
09

10
11
12
13

敷地村（磐田市）
とんぼの里 岩井（磐田市）
田原地区（磐田市）
茶文字の里 東山（掛川市）
高天神の里（掛川市）
東山口・西山口（掛川市）
掛川天守をのぞむ里（掛川市）
そよかぜ広場（掛川市）
報徳・温泉・農業の里
倉真（掛川市）
源氏とひまわりの里（袋井市）
諸井里山の会（袋井市）
いまい保全の会（袋井市）
とうもんの里
（掛川市・袋井市・磐田市）

殿（藤枝市） 
本郷（藤枝市）
岡部本郷（藤枝市）
葉梨山水会（藤枝市）
菅山原（牧之原市）
坂部（牧之原市）
蛭ケ谷（牧之原市） 
吉田たんぼ（吉田町）
徳山（川根本町）
池の谷・閑蔵（川根本町） 
地名（川根本町）
けっこい瀬平（川根本町）
縁結びの村くのわき
（川根本町）

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

常葉大学社会環境学部
～とこは伊豆プロジェクト～

「稲叢秋空にたたずむ」 所領（駿東郡小山町）／ 鈴木克哉氏  フォトコンテスト入選作品

特集

19Vol.

西部地域

中部地域

02



玉川は自然の中で自分の時間を見つ
め直すことができる山里。「玉ゆら」
とは「ほんのひととき」を意味する
地元の言葉。農産物加工所の「玉ゆ
ら」は地域の女性が運営を支えてい
ます。生地に里芋を練り込んだ「玉
ゆらまん」120円もオススメ！

秋
の
邑
は
心
の
ふ
る
さ
と
。

そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
い
る
と

本
当
の
自
分
に
出
合
え
ま
す
。

優
し
い
自
分
に
戻
れ
ま
す
。

特集
遊びに来て!

むらのおと 03



特集

岡
市
の
北
部
、
安
倍
川
の
支
流

域
に
あ
る
玉
川
地
区
は
、
古
く

か
ら
お
茶
や
林
業
で
栄
え
た
エ
リ
ア
で

す
。
鷹
狩
り
に
訪
れ
た
徳
川
家
康
が
住

民
の
も
て
な
し
に
感
激
し
、「
美
し
い
玉

の
よ
う
な
心
」
と
語
っ
た
と
い
う
逸
話

も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
に
閉
塞
感
が
漂

い
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
元
の
有
志

が
結
束
し
、
多
彩
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
活
気
あ
ふ
れ
る
里
山
を
復
活
さ
せ

ま
し
た
。

　

平
成
19
年
、「
玉
川
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
」の
オ
ー
プ
ン
を
皮
切
り
に
、
有
志

メ
ン
バ
ー
は
「
ふ
じ
の
く
に
美
農
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
一
社
一
村
し
ず
お
か
運

動
」
を
通
じ
て
、
農
道
の
草
刈
り
、
用

排
水
路
の
清
掃
、
ひ
ま
わ
り
の
種
ま

き
、
特
産
品
の
開
発
、
景
観
の
保
護
、

耕
作
放
棄
地
の
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
農
産
物

加
工
所
「
玉
ゆ
ら
」
を
開
設
し
、
に
ぎ
わ

い
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
同
施
設
で
は
地
元
の
主
婦
を
新
た

に
雇
用
し
、
名
物
の
「
玉
ゆ
ら
ま
ん
」
や

手
作
り
の
弁
当
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

手
作
り
弁
当
は
地
域
の
高
齢
者
へ
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
に
よ
っ
て
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
見
守
り
、
生
活
支
援
を
す
る
体

制
も
整
い
始
め
て
い
ま
す
。
玉
ゆ
ら
を

運
営
す
る
Ｒ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
玉
川
の
代
表

理
事
を
務
め
る
安
本
好
孝
さ
ん
は

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
若
い

人
が
活
躍
で
き
る
玉
川
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　

玉
川
で
は
毎
年
6
月
、
地
域
に
あ

る
長
光
寺
に
約
4
0
0
種
、
１
０
０

０
株
の
山
あ
じ
さ
い
が
咲
き
乱
れ
、

多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
地
元

の
有
志
が
手
が
け
る
ひ
ま
わ
り
祭
や

夏
祭
り
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
若
い
人
た
ち
の
移

住
も
増
え
て
い
ま
す
。
も
て
な
し
の

心
に
あ
ふ
れ
る
玉
川
に
は
明
る
い
未

来
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で

移
住
者
が
増
え
て
い
る
里
山

ほっこりにっこり秋の邑

静 自
然
の
中
で
自
分
を

見
つ
め
直
せ
る
邑

●車／新東名高速新静岡ICから約
20分 
●電車・バス／JR静岡駅からしずて
つジャストラインバス安倍線・上落合
行き「奥の原」下車（約60分）

玉川
たまかわ

静岡市葵区落合742（玉ゆら）

12
中部

❶❷❸夏祭りで行われる川遊び。中
河内川はアマゴやアユなどの渓流釣
りスポットとしても人気。
❹耕作放棄地にひまわりの種をまく
地元の人たち。玉川の景観保護に貢
献しています。

EVENT info
山あじさい祭り

ひまわり祭り

夏まつり

開催／6月第２日曜
会場／長光寺

開催／8月
会場／玉川フラワーガーデン

開催／8月最終日曜
会場／玉ゆら

毎年8月に開催される「玉川フラワーガーデン」。
あたり一面に約4万本のひまわりが咲き乱れます。

❶

❷

❸

❹

0804



各生産者が独自に作るわさび
の加工品は、それぞれ個性があ
るので、ぜひ食べ比べてお気に
入りの味を見つけてみて！JA
伊豆の国農産物直売所「農の
駅伊豆」（伊豆市柏久保108）
で販売。

ら
か
な
瀬
音
が
響
く
深
緑
の

葉
の
上
を
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ

ウ
が
楽
し
そ
う
に
舞
う
…
。
天
城
連
山

の
谷
あ
い
に
広
が
る
わ
さ
び
田
の
景
色

は
、
ど
こ
か
神
秘
的
で
す
。

　
静
岡
市
の
有
東
木
が
発
祥
の
わ
さ

び
栽
培
が
伊
豆
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
約

３
０
０
年
前
。
今
や
伊
豆
市
の
中
伊

豆
地
区
（
筏
場
、
地
蔵
堂
な
ど
）
と
天

城
湯
ヶ
島
地
区
に
ま
た
が
る
地
域
は
、

国
内
シ
ェ
ア
の
６
割
を
占
め
る
日
本
一

の
わ
さ
び
産
地
で
す
。

　
こ
の
邑
で
わ
さ
び
栽
培
が
発
展
し

た
要
因
は
大
き
く
2
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
は
、
天
城
山
か
ら
の
冷
涼
な
湧
水
が

豊
富
な
こ
と
。
2
つ
目
は
、
明
治
時
代

に
こ
の
地
で
考
案
さ
れ
た
「
畳
石
式
」

と
い
う
方
法
で
す
。
こ
れ
は
大
中
小
の

石
を
下
か
ら
順
に
積
み
重
ね
た
田
を

階
段
状
に
築
き
、
湧
水
を
か
け
流
す

も
の
。
栄
養
と
酸
素
が
豊
富
な
水
を

冷
た
い
ま
ま
下
の
田
に
送
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
根
茎
の
大
き
い
上
質
な
わ

さ
び
を
周
年
生
産
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
邑
で
は
先
人
が
生
み

出
し
た
伝
統
技
術
を
今
も
変
わ
ら
ず

大
切
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　
畳
石
式
の
わ
さ
び
田
は
、
下
流
域

を
水
害
か
ら
守
る
自
然
ダ
ム
の
機
能

を
持
つ
ほ
か
、
農
薬
を
極
力
使
用
し

な
い
栽
培
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
絶

滅
危
惧
種
を
含
む
貴
重
で
多
様
な
動

植
物
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
わ
さ
び

田
を
守
る
こ
と
は
、
豊
か
な
天
城
山

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
他
地
域
を
含

む
「
静
岡
水
わ
さ
び
の
伝
統
栽
培
」
と

し
て
、
日
本
農
業
遺
産
及
び
世
界
農

業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
さ
び
田
は
、
観
光
資
源
と
し
て

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
道

の
駅
「
天
城
越
え
」
内
に
あ
る
「
わ
さ

び
の
里
」
で
は
、
わ
さ
び
の
収
穫
体
験

な
ど
を
実
施
。
生
産
者
が
独
自
に
開

発
し
た
様
々
な
加
工
品
も
土
産
物
と

し
て
好
評
で
す
。
修
善
寺
温
泉
旅
館

協
同
組
合
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
わ
さ
び

飯
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
な
ど
、
新

た
な
つ
な
が
り
に
よ
る
企
画
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

❶❷気軽に立ち寄るなら道の駅
「天城越え」内にある「天城わさ
びの里」がオススメ。事前予約で
わさびの収穫体験もできます。
名物「わさびソフト」も大人気！
❸伊豆のわさび栽培の源は、年
間降水量県内一という天城連山
からの豊富な湧水。四季を通じ
て13～15度の冷涼な清水が流
れます。

天
城
山
の
清
流
が
育
む

神
秘
の
わ
さ
び
田

わ
さ
び
田
の
保
全
＝

恩
恵
豊
か
な
天
城
山
を

守
る
こ
と

EVENT info
修善寺温泉わさび飯キャンペーン
開催／9月15日（土）～12月15日（土）
会場／修善寺温泉旅館協同組合加盟の各
旅館（一部実施しないところあり）
内容／期間中、上記旅館宿泊者に伊豆市
（桂流コシヒカリのふる里）のブランド米
「桂流コシヒカリ」と「日本一の水わさび」
を使ったわさび飯を提供。
　〈問い合せ〉修善寺温泉旅館協同組合
　　　　☎0558-72-0271

清

●車／東名高速沼津ICまたは新東名高速長
泉沼津ICから伊豆縦貫道→国道136号→県
道12号線→県道59号線経由（約60分） 
●電車・バス／〈筏場ワサビ田〉伊豆箱根鉄
道修善寺駅から伊豆箱根バスで「筏場新
田」（休日は「筏場」まで）下車、徒歩約15分
〈地蔵堂ワサビ田〉同バスで「地蔵堂」下車、
徒歩約15分

日本一の
水わさびの邑
にほんいちのみずわさびのむら

18
伊豆

伊豆市湯ヶ島892‐6（道の駅 天城越え）
伊豆市地蔵堂776‐1（萬城の滝）

名瀑・萬城の滝の上流に細
長く連なる地蔵堂のわさび
田。田の中に生えるのは夏
の日差し避けに植えられた
ハンノキ。

強い殺菌力に加え、栄養
効果も高いわさびは、世
界でも注目の食材です。

❶

❷

❸

買い
に

 き
て
!
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士
宮
市
の
半
野
・
佐
折
地
区

は
、
は
る
か
昔
、
都
の
皇
女
が

炭
焼
き
の
男
と
恋
に
落
ち
て
亡
く
な
っ

た
時
、
瓔
珞
（
よ
う
ら
く
）
の
冠
を
山

頂
に
埋
め
た
と
伝
わ
る
天
子
ヶ
岳
を

仰
ぐ
山
里
で
す
。
東
に
は
富
士
山
も

間
近
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
、
芝
川
に
自
生
す
る
水
藻
か

ら
作
る
芝
川
苔
（
海
苔
）
を
江
戸
城

に
献
上
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

日
本
の
原
風
景
の
よ
う
な
美
し
い
田

園
の
景
観
を
守
る
た
め
、
半
野
地
区

と
佐
折
地
区
の
人
た
ち
が
「
天
子
ヶ

岳
の
里
」
と
し
て
保
存
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
は
圃
場
整
備
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
富
士
山
の
豊
富
な
雪
解
け
水

を
区
内
５
か
所
に
設
置
し
た
タ
ン
ク

か
ら
各
田
畑
へ
行
き
渡
る
よ
う
整
備

し
、
そ
れ
ま
で
悩
ま
さ
れ
て
き
た
水

問
題
を
解
決
。
小
さ
く
区
割
り
さ
れ

て
い
た
田
ん
ぼ
も
機
械
が
入
り
や
す

い
よ
う
に
大
き
く
ま
と
め
た
こ
と
に

よ
り
、
農
作
業
の
効
率
が
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
。
こ
の
邑
で
栽
培
し
て
い

る
水
稲
は
主
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
が
、

地
元
で
は
愛
着
を
込
め
て
「
白
糸
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
一
年

を
通
じ
て
水
温
13
度
と
冷
た
い
水
で

栽
培
す
る
た
め
、
よ
り
美
味
し
い
お

米
に
育
つ
そ
う
で
す
。

　

7
年
前
か
ら
は
区
民
全
員
で
の
彼

岸
花
の
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
子
供
の
頃
、
田
ん
ぼ
の
土
手
に
彼
岸

花
が
咲
き
、
花
が
枯
れ
た
後
は
茎
の

上
を
滑
り
台
の
よ
う
に
滑
っ
て
遊
ん

だ
も
の
で
す
。
そ
ん
な
楽
し
い
思
い
出

を
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
作
っ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
に
彼

岸
花
を
植
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
天
子
ヶ
岳
の
里
代
表
の
高
野

喬
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
現
在
は
、
地

域
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
彼
岸
花
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

西
に
天
子
ヶ
岳
、
東
に
富
士
山
を
あ

お
ぐ
静
か
な
里
山
は
、
今
年
も
秋
の
彼

岸
に
美
し
い
赤
で
染
ま
り
ま
す
。

富
士
宮
の
奥
座
敷
、

山
里
に
咲
く
彼
岸
花

皇
女
の
冠
伝
説
が
残
る
山
里
に

邑
び
と
の
心
意
気
と
彼
岸
花
が
咲
く

富

❶天子ヶ岳を背景に咲く彼岸
花。水田や畑とのコントラスト
も美しく、心が和みます。
❷半野地区にある朝日滝は、
落差20メートル。午前中に行く
と太陽の光がキラキラと美し
いことから、名づけられました。
❸今年も天子ヶ岳を見上げる
「白糸コシヒカリ」が実りまし
た。

❶

❷

❸

特集
ほっこりにっこり秋の邑

●車／新東名高速新富士IC、東名高速富
士ICから約30分 

天子ヶ岳の里
てんしがたけのさと

21
東部

富士宮市半野1589（半野区民館）

金毘羅まつり
開催／９月8日（土）
時刻／17：00～
会場／琴平神社（富士宮市半野）

EVENT info

子供の相撲大会や盆踊り、
歌謡ショー等が開催される
地域のお祭り

買いに
 きて!

平成23年より一社一村しずお
か運動の一環として日本大学
生物資源科学部とともに芋焼
酎「天子の雫」を製造。クセの
ない味わいは女性にも人気で
す。720㎖、1,185円（税別）。

代表の高野喬さん（左端）と「天子ヶ岳の里」のメンバー。

0806



ほど良い酸味が甘さを引き立
てる神座みかん。皮が厚く、剥
きやすいことも人気のひみつ。
11月上旬より県道64号線沿
いなどの無人販売コーナーで
購入できます（1袋200円）。

座
」の
地
名
は
そ
の
昔
、
大
蛇

の
頭
（
神
の
座
）
が
こ
の
地
に

流
れ
着
い
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し

て
い
ま
す
。「
鵜
網
」
と
い
う
地
名
も

鵜
飼
を
連
想
さ
せ
る
地
名
。
歴
史
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

大
井
川
中
流
域
の
左
岸
に
広
が
る

神
座
・
鵜
網
地
区
の
土
質
は
、
下
層
ま

で
砂
利
層
。
水
は
け
の
良
さ
や
優
れ
た

保
水
力
に
着
目
し
た
先
人
が
、い
ち
早

く
み
か
ん
や
お
茶
の
栽
培
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
特
に
、
神
座
み
か
ん
は
甘

み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
邑
の

代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
雄
大
な
大

井
川
と
、
対
岸
の
横
岡
地
区
を
繋
ぐ

大
井
川
水
路
橋
の
眺
め
も
自
慢
の
１

つ
で
す
。

　

邑
が
も
っ
と
も
活
気
づ
く
秋
。
た
わ

わ
に
実
っ
た
み
か
ん
で
邑
は
オ
レ
ン
ジ

色
に
染
ま
り
、
収
穫
に
大
忙
し
。
新

鮮
な
み
か
ん
を
購
入
し
よ
う
と
、
無

人
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
す
。
集
落
を
守
る
大
井
神
社
の

祭
礼
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
御
神
体
を

お
披
露
目
す
る
伝
統
の
「
お
渡
し
の

儀
」
に
は
天
狗
様
が
登
場
。
5
0
0
ｍ

ほ
ど
の
道
の
り
を
古
式
ゆ
か
し
く
練

り
歩
き
、
落
下
傘
花
火
が
秋
の
空
を

華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
邑
の
宝
を
守
る
べ

く
、
神
座
鵜
網
環
境
美
化
の
会
や
自

治
会
、
紙
芝
居
グ
ル
ー
プ
等
が
友
愛

の
心
で
繋
が
り
、
み
か
ん
の
収
穫
体

験
や
お
茶
摘
み
体
験
、
休
耕
田
の
コ

ス
モ
ス
畑
へ
の
再
生
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
中
で
も
紙
芝
居
グ
ル
ー
プ

「
あ
っ
た
と
さ
」
は
長
年
、
郷
土
の
歴

史
や
昔
話
を
伝
え
広
め
、
平
成
18
年

に
静
岡
県
地
域
文
化
活
動
奨
励
賞
を

受
賞
。「
一
年
一
作
品
」
を
目
標
に
メ
ン

バ
ー
10
人
が
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
邑
を
テ
ー
マ
に
小
水
力

発
電
も
進
行
中
。
先
人
が
残
し
て
く
れ

た
水
路
を
活
用
し
、
邑
を
守
る
。
そ
れ

が
叶
う
日
も
遠
く
な
い
よ
う
で
す
。

❶古社・大井神社や大蛇伝説
などの歴史や伝説、豊かな自
然に包まれた神座鵜網。
❷小笠地域約3,700haに用
水を供給し、田畑を潤す大井
川水路橋。人や車も通行可能
（時間指定で車両交互通行）。
❸大井神社の祭礼は秋の風物
詩。祈願が書かれた落下傘
（花火）は、「福を呼び込む」と
人気です。
❹神座鵜網の旬の野菜や果物
を購入するなら「そうずら市」
がおすすめ。朝採れだからみ
ずみずしい！

歴
史
と
伝
説
が
薫
る

み
か
ん
の
里

友
愛
の
心
で

ふ
る
さ
と
の
宝
を

未
来
へ
繋
ぐ

「
神

買いに きて
!

●車／新東名高速島田金谷ICか
ら約5分 
●電車・バス／JR島田駅から島田
市コミュニティバス伊久美線でJA
島田北支店以北10カ所停留所あ
り。各下車

神座鵜網
かんざうあみ

島田市神座1444（神座小学校）

13
中部

郷土史や言い伝えを
題材に、手掛けた紙芝
居は15作品。脚本も
絵も手作りです。

みかんの収穫やお茶摘みを
体験した小学生からの手紙
には、「みかん作りの工夫に
びっくりした」、「一芯二葉で
お茶を摘むことが分かった」
などの感想がぎっしり。

❶

❷

❹

❸

EVENT info
大井神社の祭礼
開催／10月21日（日）
時間／13：00～16：30頃
会場／大井神社～大井川堤防

朝市「そうずら市」
開開催／毎週日曜日
時間／7：00頃～。なくなり次第終了
会場／神座小学校前

休耕田を活用してコスモス畑に。秋
には色とりどりの花が咲き、目を和ま
せてくれます。
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地域にある無人スタンドで
「まち歩きマップ」を配布し
ています。それを見ながら
散策すると中ノ町の魅力が
分かります。裏面にショッ
プ情報も掲載！

竜
川
と
県
道
2
6
1
号
線

（
旧
国
道
1
号
線
）
が
交
わ
る

天
竜
川
橋
。
そ
の
西
岸
に
位
置
す
る
中

ノ
町
地
区
は
、
昭
和
初
期
ま
で
材
木
輸

送
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
往
時
は
旅

館
、
料
亭
、
芝
居
小
屋
な
ど
も
軒
を
連

ね
て
い
た
地
域
で
す
が
、
現
在
は
閑
静

な
住
宅
街
と
な
り
、
当
時
の
歴
史
を

知
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
10
数
年
前
に
地
元
の
有
志
が
立
ち

上
が
り
、
遊
休
農
地
に
コ
ス
モ
ス
、
ヒ

マ
ワ
リ
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
花
を
咲
か
せ

る
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
一
体
感
を

生
み
出
す
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
四
季
折
々
の
花
が
邑
を
彩
り
、

そ
ば
づ
く
り
や
菜
種
油
づ
く
り
も
進

ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
に
残
る
歴
史
的
な
遺
産
も
活

用
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
廻
船
問
屋

が
明
治
時
代
に
建
て
た
石
蔵
を
「
ま
っ

し
蔵
」
と
名
付
け
、
定
期
的
に
落
語

会
、
音
楽
会
、
演
劇
な
ど
を
開
催
す
る

ほ
か
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
木
工
作
家

の
作
品
を
展
示
す
る
試
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

が
け
る
「
中
野
町
を
考
え
る
会
」
の
事

務
局
長
・
堀
内
秀
哲
さ
ん
は
「
材
木
で

栄
え
た
中
ノ
町
を
木
工
作
家
が
集
ま

る
街
と
し
て
復
活
さ
せ
た
い
」
と
夢
を

語
り
ま
す
。

　
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
中
ノ
町
は
、
人

の
交
流
も
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
名
残

を
今
も
引
き
継
い
で
い
る
の
は
有
志

に
よ
る
「
げ
ん
き
食
堂
」
で
す
。
子
ど

も
な
ら
誰
で
も
1
食
3
0
0
円
で
夕

食
が
食
べ
ら
れ
る
こ
の
施
設
は
、
小

学
生
の
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
役

割
を
担
い
、
地
域
の
子
ど
も
と
大
人

が
触
れ
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

　
と
も
す
れ
ば
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い

そ
う
な
中
ノ
町
で
す
が
、
地
域
を
横

切
る
旧
東
海
道
を
ゆ
っ
く
り
歩
け

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
や
文
化
と
出

合
え
、
新
し
い
時
代
の
息
吹
も
感
じ

ま
す
。
こ
の
邑
は
過
去
と
未
来
が
行

き
交
う„
時
の
要
衝
‶
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

歴
史
と
未
来
が
行
き
交
う

時
の
要
衝

東
海
道
の

ど
真
ん
中
に
あ
っ
た

材
木
の
流
通
拠
点

天

❶伊豆石の蔵「まっし蔵」
のイベント。「なかのま市」
では料理や地場野菜の販
売も行われます。

❶

特集
ほっこりにっこり秋の邑

●車／東名高速浜松ICから約10分、国
道1号バイパス中野町IC周辺 
●電車／JR天竜川駅から徒歩約20分

中ノ町地区
なかのまちちく　

28
西部

浜松市東区中ノ町1138（まっし蔵）

遊び
に

来て
!

木工の街・中ノ町イベント
開催／10月7日（日）
時刻／10：00～15：00
会場／まっし蔵

EVENT info

今年6月にオープンし
た「げんき食堂」は家
族的な雰囲気で地域の
絆を育んでいます。

❷遊休農地にコスモスが咲く
中ノ町。浜松市の東の玄関口と
して訪れる人たちの目を楽しま
せています。
❸地域で育てたそばを使って
「そば打ち体験」を開催。地元
の老人会や小学校で行うほ
か、上級者を目指す「そば打ち
教室」も年11回実施。

❷

❸

0808



まずは一度、本物の水わさびを食べてみて！

ワークライフバランスに優れた
理想の里山です

わさび田の観光資源としての活用はまだ課題が多いの
ですが、まずは一度、伊豆の水わさびを自分で擦って
食べて、その素晴らしさを理解してもらいたいです。
わさびは刺身のツマのイメージがありますが、実は肉
との相性も抜群。脂の強い和牛ステーキに付けると、
あっさり食べられます。また、焼酎に小さじ1杯ほどの
わさびを混ぜる「わさび焼酎」もオススメ。悪酔いし
ませんよ。

日本一の水わさびの邑
（伊豆市）
日吉 新さん
旧韮山町出身。農業系大学を
卒業後にJAに入組、現在は
JA伊豆の国修善寺営農セン
ター係長を務める。9年前よ
りワサビ担当となり、「魅力に
取りつかれた」と笑う。

天子ヶ岳の里
（富士宮市）
遠藤 信興さん
半野地区でジャガイ
モ、玉ねぎ、ニンジン
などの野菜を栽培。極
力、肥料を使わないよ
うに心がけている。天
子ヶ岳の里のメンバー
として環境保護活動な
どに尽力。

玉川（静岡市）
冨田 和政さん
島田市生まれ。出版社勤務を経て玉
川地区の広報活動に参加。現在は玉
川へ移住し、静岡市玉川地域おこし
協力隊として特産品の販売促進、イ
ベント運営、広報活動に従事。

神座鵜網
（島田市）
神座鵜網環境美化の会
齋藤 勝雄さん
神座鵜網環境美化の会で活動す
るほか、神座土地改良区の理事
長、農業生産法人代表も兼任す
る、神座鵜網のリーダー的な存
在。

中ノ町地区（浜松市）
小池 敏夫さん
中ノ町生まれ。会社員として
転勤を繰り返し、定年後に帰
郷。かつてのにぎわいを復活
させようと地域活動に参画
し、フラワーロードの整
備など、邑の美観に貢
献。中ノ町第３土地改
良区副理事長、中ノ
町環境保全会代表。

玉川は静岡駅から車でわずか40
分。でも、豊かな自然に囲まれて
いるので、この数年は確実に移住
者が増えています。そんな人たち
と一緒に活気のある玉川をつくっ
ていきたいと思っています。きっか
けはお祭りや川遊びでも構いませ
んから、気軽に遊びに来てくださ
い。キャンプや渓流釣りも楽しい
ですよ。

この邑で歴史、文化、人情に触れてほしい
かつて材木の町として栄えた中ノ町は、人と人と
の交流が濃密で、家族的なつながりがありまし
た。今も邑の景観保全や活性化に携わっている
と、家族的な連帯感は健在だと感じます。旧東
海道をゆっくり散策すると随所に歴史の痕跡を
見つけることできるので、ぜひ一度足を運んで
みてください。人情もありますよ。

美しい邑の風景を守り交流や活性化に
つとめるキーパーソンから
まちのみなさんへのメッセージです

あったかい神座鵜網をいつまでも
みかんの収穫やお茶摘みを体験した小学生が手紙を書い
てくれて、中学生になっても「齋藤さん、齋藤さん」って話
しかけてくれる、あったかい邑です。そんなやり取りが未
来にも続いてほしい。そのために今私たちができるのは、
安心して農業に従事でき、「やって良かった」と思っても
らえる基盤作り。神座といえばみかん、みかんといえば神
座。秋にはおいしいみかんをたくさん収穫します。みかん
の里、神座鵜網に食べに来てください。

何もない山里には
どこにもない優しさがあります
以前は会社勤めをしながらの兼業農家でしたが、
定年後は専業農家となり、天子ヶ岳の里のメン
バーとして活動しています。今年の夏は酷暑でした
が、このあたりは市内中心部より3～5℃近く気温
が低くて過ごしやすいですね。何もないところです
が、のんびりできるのは大きな魅力。彼岸花が咲く
頃、ぜひ遊びに来てください。

むらのおと 09



糸川大河（常葉大学社会環境学部2年）
大石かおり（常葉大学社会環境学部2年）
相磯幸久（常葉大学社会環境学部4年）
小松千紗（常葉大学社会環境学部4年）

「
と
こ
は
伊
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
石
部
の

特
産
品
の
ひ
じ
き
や
甘
夏
ミ
カ
ン
、
民
宿
の

方
が
作
っ
た
梅
干
し
や
味
噌
な
ど
を
マ
ル

シ
ェ
で
販
売
し
、
地
域
の
方
や
棚
田
で
作
業

し
に
来
た
方
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
販
売
す

る
も
の
は
、
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
、
旬
の

も
の
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

学
生
が
石
部
の
特
産
品
を
使
っ
て
「
と
こ
ろ

て
ん
」
な
ど
を
実
際
に
作
っ
て
提
供
し
て
い

ま
す
。
と
て
も
お
い
し
い
の
で
、
ぜ
ひ
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

若さと地域の伝統が
織りなす強い絆

江戸時代に開かれた石部の棚田は、
一時は約90％が耕作放棄されていま
したが、平成12年から「石部棚田保
全推進委員会」を中心に復田作業を
開始し、オーナー制や一社一村しずお
か運動といった多様な協働活動によ
り、約４ha、370枚の田が蘇りました。

10
伊豆石部赤根田村
百笑の里
いしぶあかねだむらひゃくしょうのさと

1.畦切り作業時に「石
部地区棚田保全推進
委員会」の皆さんと
2.田植え作業
3.秋の収獲
4 .畦切り作業の指導
を受ける様子
5.青空マルシェ

常葉大学社会環境学部～とこは伊豆プロジェクト～常葉大学社会環境学部は、安全・安心で持続
可能な社会の構築を目指した研究活動とそれ
に基づく教育を実践しています。棚田保全活
動の労働力不足に悩んでいた松崎町の石部に
て、大学有志のボランティア団体が保全活動
に参加し、その取組が、平成19年に「一社一村
しずおか運動」認定されました。ここでは邑で
活躍する学生達の活動について紹介します。

先代の棚田ボランティ
アリーダーとサブリー
ダーは、現在4年生で
常葉大学に在学中で
す。リーダーの相磯先
輩とサブリーダーの小
松先輩にお言葉をい
ただきました。

地
域
の
方
と
交
流

青
空
マ
ル
シ
ェ

先輩方からの
メッセージ

2

1

3

　
富
士
山
と
海
が
見
え
る
松
崎
町
。
棚
田
の
周

り
は
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
自
然
あ
ふ
れ
る
場

所
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
今
ま
で
に
な
い
経

験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
町
、
松
崎
町

と
我
々
、
常
葉
大
学
「
と
こ
は
伊
豆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
旧
ふ
じ
と
こ
伊
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」

が
共
に
棚
田
作
業
を
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。

　
「
と
こ
は
伊
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
業
を
松
崎
町
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
活
動
は
、
旧
富
士
キ
ャ
ン
パ
ス

で
15
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
か
ら
草

薙
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
さ
ら
に
展
開
し

て
い
く
予
定
で
す
。
お
も
な
活
動
内
容
は
、
棚

田
の
農
作
業
と
「
青
空
マ
ル
シ
ェ
」
・
「
い
っ
ぷ

く
亭
」
の
都
市
農
村
交
流
で
す
。

　
石
部
地
区
は
、
古
く
か
ら
水
稲
耕
作
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
ん

な
歴
史
あ
る
地
域
の
棚
田
作
業
を
手
伝
わ
せ

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
で
す
よ
ね
。

「
と
こ
は
伊
豆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」っ
て
？

4

棚田保全のため、平成
19年より一社一村しず
おか運動を実施し、常
葉大学のほか酒造会社
や建設コンサルタント
等多様な企業と活動に取り組んでいま
す。棚田作業の人的支援や、棚田米を利
用した焼酎の開発など様々な形で支援を
得て、棚田保全活動を実践しています。

《小松先輩より》

「棚田での作業は、決して楽
なものではありませんでしたが、
地元の方々や仲間と協力すること
でやりきることができました。ここで
得た経験や出会いは、私の一生の
宝物です。これからも石部棚田
の美しい風景を守り続けてい
けたらと思っています」

《相磯先輩より》
「棚田ボランティアリーダーを務め
たことにより、保存会・地域の方 と々
深く関わる事が出来ました。そして自分
自身の成長にも繋がりました。支えてくれ
たサブリーダー、マルシェ・いっぷく亭メン
バーに感謝しています。自分にとって棚
田ボランティアは学生生活の中で
一番誇れる活動です。卒業して
も石部を訪れたいです」

5

10



小谷あゆみ
フリーアナウンサー／農業ジャーナリスト 
野菜をつくるベジアナとして農ある暮らしの
豊かさを提唱。全国の農村を取材。ＮＨＫＥ
テレ「ハートネットTV介護百人一首」司会、
ブログ「ベジアナの野菜畑チャンネル」で食
と農に関わる情報を配信中。静岡県ふじのく
に美しく品格のある邑づくり推進委員

松
市
の
最
北
端
に
位
置
す
る
天
竜
区

水
窪
地
区
。
愛
知
県
と
長
野
県
に
接

し
、
面
積
の
９６
％
が
森
林
で
す
。
浜
松
駅
か
ら

天
竜
川
の
上
流
を
ひ
た
走
る
こ
と
１
時
間
半
、

車
窓
か
ら
山
の
斜
面
に
点
在
す
る
民
家
や
茶

園
を
眺
め
て
い
る
と
、
日
本
人
と
は
山
岳
地

帯
に
生
き
る
山
の
民
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
つ
ぶ
食
い
し
も
と
」
を

訪
ね
ま
し
た
。つ
ぶ
食
と
は
、
ア
ワ
、ヒ
エ
、
キ

ビ
、
タ
カ
キ
ビ
な
ど
の
雑
穀
の
こ
と
。
昔
は
ど

の
家
で
も
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
石
本
静
子

さ
ん（
７８
）は
、つ
く
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
た
今
で
も
先
祖
代
々
の
種
を
ま
き
、
収

穫
し
て
、一
部
残
し
て
は
種
を
採
り
、
と
い
う

暮
ら
し
を
隣
町
の
佐
久
間
か
ら
嫁
い
で
５０
年

以
上
続
け
て
い
ま
す
。「
ど
ん
な
時
代
が
来
て

も
土
を
耕
し
て
い
れ
ば
生
き
て
行
け
る
」。

「
種
は
な
く
さ
ん
よ
う
に
」。
そ
れ
は
、里
の
母

の
教
え
で
あ
り
、
お
舅
さ
ん
の
教
え
で
も
あ

り
ま
し
た
。
戦
後
の
食
料
難
の
時
に
は
、
地
区

の
農
家
の
前
に
雑
穀
を
求
め
る
人
々
の
行
列

が
で
き
て
い
た
光
景
が
目
に
焼
き
付
い
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

　

お
昼
の
雑
穀
コ
ー
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
キ

ビ
ご
は
ん
、
も
っ
ち
り
し
た
ヒ
エ
の
フ
ラ
イ
、

タ
カ
キ
ビ
の
春
巻
き
、
水
窪
じ
ゃ
が
た（
在
来

種
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）の
煮
っ
こ
ろ
が
し
や
コ
ロ
ッ

ケ
、
し
ら
た
き
の
ク
ル
ミ
和
え
、
山
菜
の
天
ぷ

ら
か
ら
ヒ
エ
の
ケ
ー
キ
ま
で
、す
べ
て
地
元
で

と
れ
た
野
菜
や
雑
穀
に
伝
統
と
ア
レ
ン
ジ
を

織
り
交
ぜ
た
料
理
が
お
膳
に
並
び
ま
す
。

　

そ
ん
な
水
窪
に
注
目
し
た
の
が
、
浜
松
市
の

菓
子
メ
ー
カ
ー
「
春
華
堂
」
で
す
。
う
な
ぎ
パ

イ
で
知
ら
れ
ま
す
が
、新
ブ
ラ
ン
ド
「
五
穀
屋
」

の
商
品
に
水
窪
の
雑
穀
を
使
い
た
い
と
い
う

話
が
舞
い
込
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
い
ね
み
さ
く
ぼ
が

平
成
２８
年
か
ら
耕
作
放
棄
地
で
雑
穀
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
19
人
の
う
ち
の
一
人

が
、
静
子
さ
ん
の
孫
、
駿
輔
さ
ん（
２６
）で
す
。

信
州
大
学
で
食
料
生
産
を
学
び
、
農
場
や
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
研
修
を
経
て
、
水
窪
で
農

業
が
し
た
い
と
２
年
前
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

中
学
ま
で
こ
こ
で
育
っ
た
駿
輔
さ
ん
は
、
夏
の

畑
で
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
を
も
い
で
食
べ
た
り
、

川
で
泳
い
だ
り
し
た
水
窪
の
自
然
が
好
き
だ

と
い
う
こ
と
、何
よ
り
、
祖
母
の
静
子
さ
ん
が

毎
年
欠
か
さ
ず
に
種
を
と
っ
て
雑
穀
を
守
り

継
い
で
来
た
姿
を
見
て
い
た
の
で
す
。

　

移
住
や
定
住
の
ト
レ
ン
ド
に
「
孫
タ
ー
ン
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
田
舎
よ
り
都
会
に

憧
れ
る
時
代
は
去
り
、
今
の
孫
世
代
は
む
し

ろ
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
地
方
に
居
場
所
を

求
め
る
動
き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

孫
の
就
農
に
静
子
さ
ん
は
は
じ
め
反
対
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
駿
輔
さ
ん
を
子
ど
も

の
頃
か
ら
知
る
老
舗
菓
子
店
３
代
目
の
小
松

種
は
な
く
さ
ん
よ
う
に

農
家
に
雑
穀
求
め
る
行
列

浜

お
ば
あ
ち
�
ん
の
雑
穀
は

邑
の
ス
�
パ
�
フ
�
ド

裕
勤
さ
ん（
45
）が
後
押
し
し
ま
し
た
。「
駿

輔
が
戻
り
た
が
っ
て
い
る
の
を
地
元
で
支
え

よ
う
。
1
人
で
農
業
は
さ
せ
な
い
」
と
。
小

松
さ
ん
自
身
も
Ｕ
タ
ー
ン
経
験
者
で
、
春
華

堂
と
の
コ
ラ
ボ
、一
社
一
村
し
ず
お
か
運
動

を
つ
な
い
だ
貢
献
者
で
も
あ
り
、
地
元
を
盛

り
上
げ
た
い
と
栃
の
実
や
雑
穀
を
使
っ
た
お

菓
子
や
パ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

静
子
さ
ん
が
先
代
の
そ
の
ま
た
先
代
か

ら
伝
え
継
い
で
来
た
雑
穀
の
種
は
、
こ
う
し

て
若
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
山

か
ら
恵
み
を
受
け
取
る
知
恵
と
工
夫
。
家
族

を
思
う
気
持
ち
や
地
域
の
助
け
合
い
に
あ

ふ
れ
る
水
窪
。
雑
穀
が
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
た

る
ゆ
え
ん
は
、
人
々
が
こ
の
邑
を
大
切
に
耕

し
、
種
を
ま
き
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

右から石本重信さん、静子さん、駿輔さん

ＮＰＯこいねみさくぼメンバーと静子さん

菓
子
メ
ー
カ
ー
と
連
携

雑
穀
の
ふ
る
さ
と

●車／新東名高速浜北ICから約1時間 
●電車・バス／ＪＲ飯田線水窪駅下車
遠州鉄道西鹿島駅から水窪町行きバス
で約1時間

水窪地区
みさくぼちく　　

39
西部

浜松市天竜区水窪町
地頭方389（つぶ食いしもと）

静
岡

県ふ
じのくに美しく品格のあ

る
邑
づ
く
り
推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」

Vol.10

背丈
以上
ある

タカ
キビ

むらのおと 11



農家レ
ストラ

ン「つ
ぶ食い

しもと
」

お昼の
コース

２００
０円（

予約制）

箸袋ま
ですべ

て手書
き！

昭和元年創業小松屋製菓３代目ご夫妻。併設カフェは地域のたまり場に。山の恵みを生かしたとちパン、つぶ（雑穀）パン、くるみパンが人気！

右からＮＰＯこいねみさくぼ　井上保則さん、理事長
の中政俊さん、石本静子さん、小松裕勤さん、筆者

擦ったクルミに緑茶を加えると真っ白に！

左からヒエ、コムギ、
ネコアシアワ、タカキビ、

ホウキモロコシ、シロタカキビ
など雑穀の種類いっぱい！

12



日

1.かりがね堤を完成させた古郡重年の没後300年を記念し
て始まった「かりがね祭り」。願いをこめて投げる松明が有名
です。今年は10月6日（土）にかりがね堤で開催。
2.太陽に輝く花をいっせいに花ひらかせるヒマワリ畑は圧巻。
肥料や水やりなど、細やかに心を配って大切に育てています。
3.邑びと皆で力を合わせ、美しい花を育てています。

3

み
ん
な
で
取
り
組
む

花
で
彩
る
美
し
い
邑
づ
く
り

本
三
大
急
流
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
る
富
士
川
は
、
富
士

山
の
雪
解
け
水
を
と
う
と
う
と
た
た

え
て
流
れ
、
古
く
か
ら
度
々
、
洪
水
を

引
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
江

戸
時
代
に
、
古
郡
重
高
・
重
政
・
重
年

の
親
子
三
代
が
50
年
を
か
け
て
完
成

さ
せ
た
の
が
「
か
り
が
ね
堤
」
で
す
。

雁
が
連
な
っ
て
飛
ぶ
姿
に
似
て
い
る
の

で
、
そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

　
堤
防
で
は
様
々
な
農
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
後
継
者
問

題
な
ど
も
あ
っ
て
、
耕
作
を
放
棄
す
る

畑
も
出
て
き
ま
し
た
。「
そ
ん
な
光
景

を
見
る
の
は
淋
し
い
の
で
、
皆
で
声
を

か
け
あ
っ
て
花
の
種
を
植
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
岩
本
山

と
か
り
が
ね
堤
を
守
る
会
代
表
の
望

月
照
一
さ
ん
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
を
花
畑
に
す
る
作
業

は
、
古
い
木
を
一
本
ず
つ
掘
り
起
こ
し

て
整
地
す
る
た
め
、
想
像
以
上
の
重

労
働
で
す
。
そ
れ
で
も
邑
び
と
が
一
致

団
結
し
て
イ
キ
イ
キ
と
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
か
り
が
ね
堤
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど

走
る
と
、
富
士
山
を
真
正
面
に
の
ぞ

む
茶
畑
が
広
が
る
岩
本
山
公
園
が
あ

り
ま
す
。「
こ
こ
は
C
M
や
ド
ラ
マ
な

ど
に
も
登
場
す
る
景
勝
地
で
す
。
小

学
校
の
遠
足
で
出
か
け
た
り
、
見
事

な
夜
景
が
楽
し
め
た
り
、
地
元
民
に

と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
場
所
で
す
ね
」

と
望
月
さ
ん
。
そ
ん
な
岩
本
山
周
辺

に
も
耕
作
放
棄
地
が
あ
り
、
邑
び
と

が
花
畑
を
整
え
て
い
ま
す
。「
岩
本
山

で
は
早
春
に
梅
が
見
事
に
咲
き
ま

す
。
夏
は
ヒ
マ
ワ
リ
、
秋
に
は
蕎
麦
の

可
憐
な
白
い
花
な
ど
が
咲
き
ま
す
。
一

年
中
、
美
し
い
景
色
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
望

月
さ
ん
。
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
仕

上
げ
ら
れ
た
蕎
麦
は
、
福
祉
施
設
や

保
育
園
な
ど
に
届
け
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
酷
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
も
、
望

月
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
邑
び
と
の

手
で
育
て
ら
れ
た
ヒ
マ
ワ
リ
が
、
大
空

へ
向
か
っ
て
花
を
開
き
ま
し
た
。
秋
に

咲
く
コ
ス
モ
ス
や
蕎
麦
の
花
も
楽
し
み

で
す
。

●車／新東名高速「新富士ＩC」、東名高速
「富士ＩC」から約30分 

岩本山と
かりがね堤を
守る邑
いわもとやまとかりがねづつみをまもるむら

富士市松岡1866-1（雁公園）

22
東部

望月 
照一さ

ん
岩本山

とかり
がね堤

を守る
会代表

1

岩本山とかり
がね堤を守る会
代表の望月さん。日
に焼けた笑顔がヒマ
ワリのよう。

2

「美しく品格のある邑」に魅せられた人びとに、
そこでの活動や魅力について聞いてみました。

むらのおと 13



森藤 
光雄さ

ん
元町内

会長

⬆「水見色のお茶は爽やかな香りと澄んだ味わいが
特徴です」と語る、代々受け継いできた茶園を守る
森藤光雄さん（右）と奥さんの司真子さん。

1

1.一社一村しずおか運動に取り組む水見色町内会とNEXCO
中日本のメンバー。活動中は笑顔が絶えない。
2.耕作放棄地に木を植える地域住民とNEXCO中日本の社員。
3.植樹した木にシカなどの害獣から守るネットをかける作業。
4.新茶シーズンに茶摘み作業を手伝うNEXCO中日本の社員。
高齢者が多い地域だけに力仕事では大いに助かっていると
いう。

2

2

34

気
負
わ
ず
に
の
ん
び
り
。

そ
れ
が
水
見
色
の

魅
力
と
原
動
力
で
す
。

お 茶 、こ ん
にゃく、味噌など
の地場産品を販売す
る「水見色きらく市」。
手作りのソバやカレー
などを味わうことも
できる。

静
岡
市
の
水
見
色
は
、
市
街
地

か
ら
車
で
約
30
分
と
い
う
立

地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑
豊
か
な
山
々

に
囲
ま
れ
た
山
里
で
す
。
古
く
か
ら
茶

産
地
と
し
て
名
高
く
、
今
な
お
40
戸

以
上
の
農
家
が
上
質
な
茶
葉
を
育
て

て
い
ま
す
。「
た
だ
、
近
年
は
担
い
手

不
足
で
耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

2
0
1
1
年
か
ら
一
社
一
村
し
ず
お
か

運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内
会
と
ネ
ク

ス
コ
中
日
本
が
力
を
合
わ
せ
、
荒
れ
た

農
地
に
サ
ク
ラ
や
カ
エ
デ
の
木
を
植
え

る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
元
町
内

会
長
の
森
藤
光
雄
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
木
を
植
え
て
い
る
の
は
中
山
と
呼

ば
れ
る
地
域
の
中
心
エ
リ
ア
。
植
林
は

年
に
1
回
で
す
が
、
夏
と
秋
の
草
刈
り

に
加
え
、
害
獣
被
害
を
防
ぐ
取
組
も

協
働
で
行
っ
て
い
ま
す
。
新
茶
の
シ
ー

ズ
ン
に
は
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
の
方
々
が

茶
摘
み
作
業
の
応
援
に
来
て
く
れ
ま

す
。
お
か
げ
で
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
ま
し
た
」
と
森
藤
さ
ん
は
笑
顔
で

語
り
ま
す
。

　
水
見
色
に
は
、
地
場
産
品
を
販
売

す
る
「
水
見
色
き
ら
く
市
」
や
豊
か
な

自
然
を
満
喫
で
き
る
「
高
山
・
市
民
の

森
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。「
こ
こ
の
魅

力
は
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

一
社
一
村
の
活
動
も
、
気
負
わ
な
い
で

じ
っ
く
り
進
め
て
き
た
か
ら
こ
そ
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
邑
の
魅
力
を
今
後
も
発
信
し
続
け

て
、
若
い
人
た
ち
が
戻
っ
て
来
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
森
藤
さ
ん
。

　
か
つ
て
は
少
し
荒
れ
て
い
た
中
山
も

今
は
サ
ク
ラ
や
カ
エ
デ
の
木
が
四
季
を

彩
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
大
井
神

社
の
秋
祭
り
で
は
地
元
の
小
学
生
が

神
楽
舞
を
奉
納
し
ま
す
。
そ
ん
な
伝

統
も
後
世
へ
し
っ
か
り
伝
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
秋
祭
り
は
10
月

7
日
。
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
」
。
自
然
体
で
語
る
森
藤
さ
ん
の
こ

と
ば
に
明
る
い
未
来
が
見
え
ま
す
。

　
静
岡
市
の
水
見
色
は
、
人
と
自
然

が
共
存
共
栄
す
る
理
想
郷
で
す
。

●車／新東名高速静岡SAスマートICから約15分 
●電車・バス／しずてつジャストラインバスで谷津
ターミナルへ。デマンドバス（要予約）に乗り換え
水見色へ（JR静岡駅から約45分）

水見色
みずみいろ

静岡市葵区水見色808-1（水見色きらく市）

07
中部
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十足
とうたり

●車／東名高速沼津IC・新東
名高速新長泉沼津ICから車で
約90分 
●電車・バス／JR伊東線伊東
駅から東海バス十足行き乗
車、「竜雲寺前」下車すぐ

伊東市十足

パノラマ
遊花の里
ぱのらまゆうかのさと

●車／東名高速裾野ICから県
道82号線へ「裾野市運動公
園南」交差点を左折（約10
分） 
●電車・バス／JR裾野駅から
すそのバス・ヘルシーパーク
裾野行き乗車、「ヘルシー
パーク裾野」下車、徒歩2分

裾野市須山

あなたのまちの意外と近くに「邑」はあります！    こんどの休日、プチトリップしてみませんか？

坂部
さかべ

●車／新東名高速吉田ICか
ら県道79号線を西へ約5km
（約10分） 
●公共交通機関／富士山静
岡空港から1km（徒歩約15
分）

牧之原市坂部

伊 豆

13

東 部

10

中 部

27
牧之原市の北東部にある坂部は、明治時代に本間賢三が本
間隧道を整備するなど、古くから農業振興が行われてきた
エリア。現在もお茶、米、レタス、ミカンなどの農作物が栽
培されています。平成21年の富士山静岡空港開港後は、静
岡の空の玄関口として親しまれ、飛行機の窓から見える坂部
の景観は、空の旅に憩いを与えています。坂部はゲンジボタ
ル、ヘイケホタル、ヒメホタルの3種を見ることができる世
界でも珍しい地域です。そんな自然を守るため、地域の人た
ちは生態系保全活動や環境学習会を行っています。地場産
品の直売所「飛翔軒」もあるので一度立ち寄ってみては。

静岡の空の玄関口！
展望デッキ脇の直売所が人気

海と山に恵まれた伊東市に水田が広がるエリアがあること
をご存じですか。観光地として名高い大室山の北側に位置
する十足地区は、水田やあぜ道など、古き良き日本の景観
が残る地域です。蛇行する水路や不ぞろいな水田が描く光
景は郷愁を誘い、のんびりとハイキングをすると体も心も
和みます。周辺には一碧湖、大室山、さくらの里などがあ
り、ウォーキングコースも充実。中伊豆と伊東を結ぶ道は
「ヒガンバナ街道」と呼ばれ、100年以上も前から住人たち
がヒガンバナを植えていたそうです。県道351号線沿いに
点在する地場野菜の直売所もオススメです。

心身が清らかになる
古き良き日本の原風景

裾野市運動公園付近から国道469号線へ向かって車を走
らせると、雄大な富士山と沿道の花畑が目に飛び込んで来
ます。視界をさえぎるものがほとんどないこの道はパノラ
マロードと呼ばれ、最近は首都圏からの観光客も訪れてい
ます。花を咲かせているのは地元の人たち。その功績が認
められて「パノラマ遊花の里」は平成24年度「花咲くしず
おか」花・緑・暮らし景観コンクールで最優秀賞を受賞し
ました。4月～5月は菜の花、桜など、9月はコスモスなどが
楽しめるのでカメラ持参で出かけましょう。周辺には駐車
場やトイレもあります。

花畑越しに見える
大迫力の富士山は日本一！

ヒガンバナが見頃を迎えるのは例年9月下旬～10月上旬にかけて。
地域にある土手や畦に無数の花が咲き乱れ、秋の邑を彩ります。

「第8回富士山すそのパノラマロードコスモスまつり」が9月15日・16
日に開催。見頃を迎えたコスモスとともに販売ブースやステージイベン
トも楽しめます。

富士山静岡空港の石雲院展望デッキ脇にある直売所「飛翔軒」が大人気。
毎週土日限定で地域の新鮮な農作物を販売しています。

むらのおと 15



浜松市北区引佐町にある鎮玉地区は、タガメなどの希少な
水生動物が生息する山間に位置し、6月にはホタルの乱舞
が見られるエリアです。国重要指定文化財の「鈴木家住
宅」をはじめ、歴史的建造物や石仏も数多く残っていま
す。その鎮玉地区に発足したNPO法人「ひずるしい鎮玉」
は、自然保護活動を行いながら、薬草茶の開発や竹林の活
用を手がけるとともに、田んぼオーナー制度を設けて田植
えや稲刈り体験なども提供しています。自然と人が美しく
共存する鎮玉地区は、一度訪れるだけで、思わずファンに
なってしまいます。

掛川天守を
のぞむ里
かけがわてんしゅをのぞむさと

●車／東名高速掛川ICから約
5分。新東名高速掛川・森ICか
ら約20分 
●電車・バス／JR掛川駅下
車、徒歩１０分

掛川市

カカシ祭り
の里 新野
かかしまつりのさと にいの

●車／新東名高速相良牧之原
ICまたは菊川ICから約35分 
●電車・バス／JR菊川駅から
しずてつジャストライン（バス）
御前崎線乗車、「中尾」下車、
徒歩約45分

御前崎市新野

ひずるしい
鎮玉
ひずるしいしずたま

●車／新東名高速浜松いなさ
ICから車で約5分 
●電車・バス／JR浜松駅から
遠鉄バス「渋川ゆき」乗車、
「竹平」下車すぐ（約75分）

浜松市北区引佐町

あなたのまちの意外と近くに「邑」はあります！    こんどの休日、プチトリップしてみませんか？

西部

07

西部

14

西部

37

9月30日～10月12日まで恒例の「カカシ祭り」が開催されます。手作り
のカカシがずらりと並ぶ光景は一見の価値あり。昨年は55体が並び、訪
れる人を和ませました。

遊休農地で栽培したサツマイモを原料とした人気の「掛川城酎」は、例年9
月下旬頃から掛川市内のJA直売所や酒店で販売。また次の仕込み用のサ
ツマイモの収穫体験が11月に行われます。

11月下旬、農産物直売所「たざわの里」で「たざわの里祭り」を開催。
旬の農産物、手作り五平餅、うどんが大人気！

思わずファンになってしまう里山
移住者が増えているのも納得

江戸時代、城下町として栄えた掛川は、報徳思想を生んだ
二宮尊徳ゆかりの地です。勤勉と奉仕を美徳とする志は、
今なお地域に息づき、市街地にそびえる掛川城の天守閣
は、市民の誇りにもなっています。その掛川で生まれた「掛
川市農業活性化やる気塾」は、天守閣を望むエリアの旧村
単位で組織された地域塾の集合体です。それぞれの地域、
農業者、農協、行政が一体となって、消費者と農業者の
ギャップを埋める努力を続けています。地域ブランド「掛
川城酎」もその1つ。地元を愛する気持ちにあふれた“ご当
地焼酎”を秋の夜長に味わってみませんか。

みんなのやる気で生まれた
地域ブランド「掛川城酎」

牧ノ原台地の南に広がる御前崎市の新野地区は、新野川沿
いに水田が広がる静かな農村です。桜、彼岸花、コスモス
など、四季折々の花が彩る景観は、牧歌的な雰囲気をたた
え、見ているだけで気持ちが安らぎます。山際に折り重な
る茶園では「しずおか食セレクション」にも認定されたブラ
ンド茶「御前崎つゆひかり」が栽培され、その畝の美しさも
邑の美観を高めています。また、新野のシンボルと言えば
手作りのカカシ。秋の「カカシ祭り」期間中は、新野川周辺
が住民たちの笑顔でいっぱいになります。安らぎと笑顔を
見つけに、新野へ出かけましょう。

牧歌的な農村でほっこり
手作りカカシにニッコリ

16



9/22  ～24

9/22　23

9/17

10/6  ～8

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

アルプホルン講習。最終日に受講生の成果発表
会と講師によるコンサート

9/15  ～17

9/15   16

アルプホルンセミナー・コンサート

大栗安棚田（集合場所：くんま水車の里）
浜松市天竜区熊1976-1  ※駐車場あり
問くんま水車の里 ☎053-929-0636（担当：石内）

酪農王国オラッチェ
函南町丹那349-1  ※駐車場無料
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192
●入園料無料

オラッチェの周年祭
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勤労感謝の日

文化の日

月

月
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2

9
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30

月

敬老の日

秋分の日 振替休日

体育の日

9:00～15:00

10:00～15:00

新米まつり

オラッチェ王国祭

かかしコンテスト・コンサート・新米食べ比べ他

とうもんの里
問NPO法人とうもんの会（担当：井口）  
☎0537-48-0045　●食事も500円で

お蔵寄席
お蔵の中で真打の落語を聴く

浜松市東区中野町1137-6  ※駐車場なし
問NPO法人むらちゃネット 
☎053-421-2002（担当：堀内秀哲）   ●会費／1,000円

中野町まっし蔵

23夢未来くんま
9月末～10月中旬の

22殿

34縁結びの村くのわき

9/22

稲刈り体験

平成棚田
富士宮市原2347  ※竹灯籠祭り駐車場利用
問白糸の里事務局 ☎090-7603-8485（植松）
　☎090-5606-0039（副会長 酒井） 
    ☎090-2181-3962（副会長 佐藤）
●参加費／2,000円（昼食に白糸こしひかりの
塩おにぎり他、お土産付き）

18白糸の里

28中ノ町地区

コスモス鑑賞会
遊休農地を利用して栽培したコスモス畑が見頃

浜松市東区中野町2345～2347  ※駐車場あり
問中ノ町環境保全会 
☎053-421-3392（担当：小池敏夫）
●会費／無料

中野町のコスモス畑

28中ノ町地区

なかのま市
木工品、手作り品の
コミュニティ市場

浜松市東区中野町1137-6  ※駐車場なし
問中野町を考える会  ☎053-421-2002（担当：堀内秀哲）
●会費／無料

中野町まっし蔵

28中ノ町地区

10/7 ドラゴンママの「食」体験
「五目御飯」と「亥の子ぼたもち」を作る体験

浜松市天竜区龍山町瀬尻930-1  ※駐車場あり
問ドラゴンママ ☎053-968-0011（担当：玉本君枝）
●会費／1,500円（別途昼食代1,000円）

ドラゴンママ加工場

36ほっと龍山

10月初旬～中旬の
コスモスイベント
遊休地を利用したコスモス畑。地元農産物などの販売も

問岡部総合案内所 ☎054-667-6060
藤枝市岡部町殿524殿公会堂付近

30徳山 徳山神社祭典
県指定の無形民俗文化財
の「徳山神楽」を奉納する

※徳山コミュニティ防災センターに駐車場あり
問徳山区事務所 ☎0547-57-2843

榛原郡川根本町徳山1860徳山神社 境内

22丹那

10/13

酪農王国オラッチェ周辺
函南町丹那349-1  ※駐車場無料
問酪農王国株式会社（担当：井口） ☎055-974-4192
●参加費／500円

丹那盆地をノルディックウォーキングで歩く
丹那盆地ノルディックウォーク

22丹那
13とうもんの里

9/30 9:00～12:00
田んぼの生き物探検隊Ⅱ
田んぼの排水路や周辺の生き物探索。
専門家のレクチャーで生態系を学ぶ

とうもんの里
掛川市山崎233  ※駐車場あり
問NPO法人とうもんの会  ☎0537-48-0045
●泥んこになっても良い服装で参加

13とうもんの里

10/7

田植え体験者・一般
参加自由。新米販売も

パラグライダー競技会 ※見学のみ
鵜山七曲りパラグライダーカップ

くのわき親水公園キャンプ場グラウンド
榛原郡川根本町久野脇280
問SkyTEK FlyingAcademy 宮田歩 
☎090-7801-6518

10/13  14

34縁結びの村くのわき
良縁祈願七神社を祀る八幡
神社の年に一度の祭典。地元
当番組のおもてなしも八幡神社祭典

三津間集落センター近く
榛原郡川根本町久野脇813-2付近
問坂本政司  ☎090-5860-1032

10/14

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番
号・年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させ
ていただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使
用いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

西部

中部

東部

伊豆

10：00～12：00

9：30～11：30

掛川市山崎233 ※駐車場あり

11/10 12/8

水窪祭り
2日間仮装コンクールもある諏訪神社大祭、八幡
宮神幸祭・大祭

問天竜区観光協会水窪支部 
☎・FAX.053-987-2100（井上）

商店街通りをメインとした旧水窪町

39水窪地区

※駐車場あり

むらのおと 17



12/8  9

約600ｍに渡るイチョウ並木の黄葉を楽しみ、
源兵衛川を巡るウォーキング

10/27
県指定民族無形文化財 湯立神楽

沼田子之神社
問沼田ホタルねっと代表（根上孝吉） ☎090-7859-3570

御殿場市沼田238

無病息災と豊年を祈願し湯立神楽の舞を奉納する

07沼田ロマンチック街道

22殿
10/20
朝比奈大龍勢
朝比奈川沿いに伝わる伝統行事。約18ｍの竹で作った
ロケット花火を30本打ち上げる。大龍勢サミットも開催

問岡部総合案内所 ☎054-667-6060
藤枝市岡部町殿

11/25　26

11/11 ほっとぴあ龍山産業祭
龍山地域の特産物販売のほか、各種サービス

浜松市天竜区龍山町戸倉239-3  ※駐車場あり
問龍山協働センター ☎053-966-2111
●会費／無料

龍山総合運動場

36ほっと龍山

23夢未来くんま

22和地ふるさと会

11/11 第22回夢街道
地場物産販売をメインにした商店街通りでのイベント

問天竜区観光協会水窪支部 
☎・FAX.053-987-2100（井上）

商店街通り

39水窪地区

11/11
ふるさとの道ウオークとみかん狩り
里山ウオークとみかん狩り。静大地域創造学環
の学生とのコラボ企画。楽しいひと時を

三島フードフェスティバル

芝川日和
「柚野の里まつり」

三島グルメや箱根西麓三島野菜などの特産品を多
数集め「食と食育のまち三島」をPR

国指定の大鹿窪遺跡の歴史と、里山の自然あふれる柚野
地域を楽しめる。美味しい食の出店も 問NPO法人とうもんの会  ☎0537-48-0045

●参加費／無料

掛川市山崎233とうもんの里

13とうもんの里

●8日／餅つき大会、
ついたお餅を振る舞う
●8・9日／フラワーア
レンジ、立体花壇の展
示、活動パネル展示和地協働センター祭り

和地協働センター
※駐車場あり　問和地協働センター  ☎053-486-0253

34縁結びの村くのわき
縁結びのパワースポット川根本
町くのわきで、あなたの縁結びを
てんだいます婚活イベント

くのわき親水公園キャンプ場ほか
集落内縁結びスポット

問くのわき縁結び婚活部（大窪成子）
☎090-2349-9281（詳細は問い合わせください）

10月下旬

34縁結びの村くのわき

お正月のしめ飾り、室内に飾るミニ門松づくりを地元の
おじいちゃんが指導

自分で縄なう しめ飾り＆ミニ門松づくり

くのわき親水公園キャンプ場（室内）
榛原郡川根本町久野脇280
問一般社団法人エコティかわね  ☎0547-58-7000
http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

11月下旬
34縁結びの村くのわき

リピーター率80%、恒例の
感謝祭。地元食材を使い
大鍋で作る芋汁が無料

芋煮会
くのわき親水公園
キャンプ場

榛原郡川根本町久野脇280
問くのわき親水公園キャンプ場管理運営組合  
☎0547-56-1781 ※キャンプ場利用料等は別途問い合わせを

恩地町みどり朝市

21地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
9：00～9：30

浜松市南区恩地町443  ※駐車場あり  
問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会（代表 見野）  
☎053-426-2888

恩地町公会堂広場
地元の農産物販売

毎月第3

32竜ヶ石山～西四村の里～

※オープンデッキ、トイレ、駐車場あり
問里山元気もりもり隊西四村ふるさとの会
☎053-543-0108（竜ヶ岩洞  小野寺）  

竜ヶ石山ハイキングコース

竜ヶ岩洞（集合）
標高359.1ｍ棚田の緑と遠州灘のコントラスト

通年

平成棚田
ウォーキング大会

原川親水公園白糸土地改良記念碑前
富士宮市原1793  ※白糸小学校駐車場利用
問白糸の里事務局 ☎090-7603-8485（植松）
　☎090-5606-0039（副会長 酒井） 
    ☎090-2181-3962（副会長 佐藤）

18白糸の里

富士山白糸庵・白糸自然公園・白糸の滝・駒止の
桜・平成棚田・原川親水公園まで約3時間コース

12：00～20：30
（雨天順延）

24岡部本郷
12/9

みかん収穫体験

27種、370本のみかんがある「ふるさとみかん山」での
収穫体験やみかんを使った料理の試食会

藤枝市岡部町内谷1400-1付近
問藤枝市役所農林課 ☎054-643-3350

福祉センターきすみれ  ふるさとみかん山

9：00～14：00

11/11
9：00～12：00

信長公黄葉まつり

富士山西山本門寺
※JR富士宮駅からシャトルバス運行
問信長公黄葉まつり実行委員会（芝川商工会）
☎0544-65-0273

富士宮市西山671

17柚野の里

信長公首塚に纏わる
供養祭に始まり武者
行列・火縄銃演武な
ど。楽市楽食・信長
夢の食街道も

11/11
9：00～15：00

9：00～14：00

富士山縄文の里「大鹿館」
※最寄りの駐車場からシャトルバス運行
問柚野の里まつり実行委員会（富士宮市観光課）
☎0544-22-1155

富士宮市 大鹿窪1556 

17柚野の里
11/24
9：00～15：00

水上通り、楽寿園、商工会議所、
みしまプラザホテル、大社の杜、白滝公園

問三島市商工観光課  ☎055-983-2766

04三島箱根西麓

11/23

秋の棚田を歩こう！
棚田ウォークと正月飾りづくり

くんま水車の里

問くんま水車の里  ☎053-929-0636（担当：石内）
●会費／大人2,000円、子供1,000円

11/23

ざる菊畑見ごろ

富士宮市内房（県道清水富士宮線沿い）
※隣接閑地に駐車可　問内房里づくりの会事務局
（鈴木隆） ☎090-5623-9599

20内房の里
県道沿いの遊休農地1100㎡
にざる菊1500本が開花11月中旬

ＪＲさわやかウォーキング
「銀杏並木と四辻文化の街道散策」

三島市文教町イチョウ並木周辺及び
源兵衛川上流

問三島市商工観光課 ☎055-983-2656

11/17
11/10

農産物品評会、三島箱根西麓及び中郷地区を含む
三島・函南地区の農産物即売会等

第26回ＪＡ三島函南農業祭（畜産祭り）

長伏公園

04三島箱根西麓地区・05中郷地区
12/2

酪農王国オラッチェ
函南町丹那367-4  ※駐車場無料
問丹那盆地まつり実行委員会  ☎055-974-0011
●入園料無料

問三島函南農協  総務課  ☎055-971-8211

丹那牛乳の販売やステージイベントを開催
丹那盆地まつり

22丹那
9：30～15：00

10月中旬～

酪農王国オラッチェ周辺

問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192
函南町丹那349-1

函南めぐり野菜のさつまいもを収穫
さつまいもの収穫体験

22丹那
生育状況により開催期間が
変更になる場合あり

（雨天中止）

（藤枝市内在住、通勤者対象）

●参加費／無料（昼食に白糸こしひかり塩おにぎり
と豚汁・同新米お土産付き・新米販売）

浜松市天竜区熊1976-1  ※駐車場あり

三島市長伏274-3

浜松市西区和地町6578 05中郷地区

浜松市北区引佐町田畑193

※駐車場あり

10/28
第32回峠の国盗り綱引き合戦
県境をかけた飯田市との綱引き

問天竜区観光協会水窪支部 
☎・FAX.053-987-2100（井上）

兵越峠

39水窪地区

※駅前等からシャトルバス利用（有料）
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品
格
の
あ
る
邑
づ
くり
」連
合
　
〒
420 -8601　

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
追
手
町
9番
6号
　

静
岡
県
経
済
産
業
部
農
地
局
農
地
保
全
課
　
☎
 054 -221 -2714　

FA
X
054 -221 -2809

vol.19
2018

秋

無料

「むらサポ」情報登録フォームからエントリーしてください。農山村の皆さまからの旬な情報もおまちしています！

URL：www.shizuoka-murasapo.net/　
Facebook：www.facebook.com/shizuokamurasapo/

農山村の旬な情報満載！まずはサイトをチェック！
むらサポ 検索

オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook
ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』

邑の詳しい情報
美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

［むらサポ］は「静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げていこう」という
静岡県民によるサポーターズクラブ。どなたでもご登録いただけます。

活
動
し
な
が
ら
、

味
わ
い
な
が
ら
、感
動
し
な
が
ら
、

応
援
し
よ
う
！

○農山村の祭りやイベント、おいしい食べ物など、旬な情報満載のメールマガジンを配信。
○静岡県の美しく豊かな農山村を守る地域の取組みを紹介します。
○地域とともに魅力的な農山村を創るボランティアの情報をお届けします。


	0001
	0002
	0003
	0004
	0005
	0006
	0007
	0008
	0009
	0010
	0011
	0012
	0013
	0014
	0015
	0016
	0017
	0018
	0019
	0020

